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台湾における社会参加仏教集団からみた
在 家 者 の 再 編 成 一慈済会の事例を中心に一
陳 文 玲
1は じめに
本稿 は、 社 会 参加 仏 教 の 宗教 団体 で あ る慈 済 会 の事 例 を中 心 に 、 当会 にボ ラ ン テ ィア と
して加 入 す る在 家者 が 組 織化 され る仕 組 み を、 説 明 す る こ と を目 的 と した論 文 であ る 。台
湾 で は仏 教 徒 は、聖 職 者1)つま り出 家 者 と、 一 般 信 者 つ ま り在 家 者 とい う2つ の カ テ ゴ
リー に分 け られ て い る2)。慈 済 会 は創 立 者 が 出 家 者 で あ り、 メ ンバ ー の大 多 数 が 在 家 者 で
あ る とい う仏教 団体 で あ る3)。
表 題 にあ る 「社 会 参 加仏 教 」 とは 、 イ ン ド出 身 の社 会 学 者 ラ ン ジ ャナ ・ム コパ デ ィヤ ー
ヤ(RanjanaMukhopadhyaya)が、 仏 教 徒 の 運 動 ・活 動 の特 性 や 、仏 教 者 や 仏 教 学 者 に よ
る用 語 ・概 念 を考 察 した う えで 、近 代 日本 に お け る仏教 の社 会 活 動 に対 して 、EngagedBud-
dhismとい う用 語 を和 訳 した もの で あ る(2005)。ム コパ デ ィ ヤ ーヤ は、 社 会 参 加 仏 教 を
「仏 教 者 が布 教 ・教 化 な どい わ ゆ る宗 教 活動 に とど ま らず、 さ ま ざ まな社 会 活動 も行 い、
それ を仏教 教 義 の 実践 化 と見 な し、 そ の活動 の影 響 が 仏教 界 に限 らず 、一 般 社 会 に も及 ぶ
とい う仏 教 の対 社 会 的姿 勢 を示 す用 語 で あ る」 と述 べ て い る[2005:28]。
そ もそ も社 会 参 加 仏 教 の原 語EngagedBuddhismまたSociallyEngagedBuddhismは、 ベ
トナ ム の僧 侶 テ ィ ック ・ナ ッ ト ・ハ ン(Ven.ThichNathHanh、1926AD.一。 「一 行 禅 師」
と も呼 ばれ る)が 、ベ トナ ム戦 争 中の 反 戦運 動 へ の仏 教 僧 侶 の参 加 を説 明 す る際 に最初 に
使 用 した もの で あ る。 テ ィ ック ・ナ ッ ト ・ハ ンが 提 唱 した よ うな政 治 的 な 反抗 運 動 か ら、
平和 を提 唱 ・推 進 す るあ らゆ る形 式 の活 動 、 さ らに さ ま ざ まな社 会 問 題 に い た る まで 、仏
教徒 が積 極 的 に 関 わ る とい う社 会 参 加仏 教 の宗 教 的 な実 践 は 、 そ の後 世界 各 地 で 展 開 され
て きた 。1989年に 「仏 教 者 国 際 連 帯 会 議 」(lntemationalNetworkofEngagedBuddhists,台
湾 で は 「国際 入 世 仏 教 協 会 」4)と訳 され て い る)と い う仏 教 徒 の 連 合 組 織 が 創 設 され た こ
とを契 機 に、 世界 各 地 域 で ロ ー カル な次 元 で行 わ れ てい た仏 教 徒 の 社 会参 加 活 動 が 、 ネ ッ
トワ ー ク を通 じて国 際 的 な仏 教 運動 と結 び付 け られ よ うに な った の で あ る。 近 年 、台 湾 の
仏 教 団 体 は 、国 際 社 会 にお け る社会 参 加 運 動 と連 動 す る よ うに な り、 そ の なか で も、 と り










l996:4-16)。黄(Chien-YUJ.Huang)は、クイーンの提示 したこれ らの諸要素 を参照











































































































































































































































































































































































に参加することと、寄付金(お よび寄付者)を募ることを義務づける条件 を提示 してい















































































































































N慈 済人のアイデンティテ ィの創 出










































































定授与式で、女性の委員に対 して、「最 も美 しく最 も気品のある衣服が 『柔和忍辱衣』で






























































































































































1)仏教 の聖職 者の英 語表現 として は、ordained(聖職者)、bonze(僧)、tonsured(剃髪 出家者)
などが ある。
2)台 湾 では、 出家 者の こ とを 「出家人」あ るい は 「僧伽」(梵語sangaの音訳、以 下、出家 者 も
し くは僧侶 と表記)と 称す る。 それ に対 して、在 家者 の ことを 「在 家居 士」(以下、在家者 も し
くは俗人 と表 記)と 称す る。
3)慈 済会 の正規 メ ンバ ーや会員 ボ ランテ ィアは、全員が 仏教徒 であ るとは限 らない。 中には少
数では あるが、仏教 とは別 の宗教 あるい は民俗宗教 を持 ち続 け、単 に社会奉 仕活動 に参加 す る
とい う単純 な動機 を持 つ者 もいる。 これ らの メンバー は仏 教徒 とは別 だ とみ な した い。本 章で
使 用す る在 家者 とは、慈済会 の創立 者釈証厳 によって帰依 式 を受 け、かつ法 名 を もらってい る
大多数の慈済会 メ ンバーであ る。
4)現 地語 で 「入世仏 教」 とは、 この世 を離脱す る ことを求め る来世 志向(出 世 間)に 対 し、 こ
の世で積極的 に生 きている人間 に関 わるあ らゆる ことに関与する、 という意味 であ る。
5)「仏教慈 済功徳 会」 は、1966年5月14日、「仏教 克難慈済功徳会」 とい う名称 で成立 し、1980
年1月16日 に 「財 団 法 人 中華 民 国仏 教 慈 済慈 善 事 業 基 金 会」 と して 法 人 化 さ れ た(陳
2003)。
6)1991年、慈 済会 はバ ングラテ ィシュで は じめて国際救 援活動 を開始 した。2001年の時点 で、
海外 における拠点の分布地域 は、 中南 米 に10ヵ国 、ア フリカに9ヵ 国、西 ア ジアに7ヵ 国 、ア
ジアのほかの地域 に9ヵ 国、合計39力国 にあ る(仏 教慈済 基金会2001:54-55)。NPO団体 と
して各 国地域 におい て国際救援 のみ な らず、無料 医療診療 や骨髄提 供 な どの慈 善活動が行 わ れ
て、UNな どの国際組織 に も注目 されて いる[Huang2003:141-147]。
7)ク イー ンに よれ ば、現代 的手段 とは、例 え ば、 マス コ ミ、政 治的 な影響 、行 動 主義、法 体系
の訴訟 、ない し資金調達、 マーケテ ィングなどである[Queen1996:11]。
8)第1に 組織の リーダーは仏教徒 と自認 し、宗教改革者 と見な され ること、第2に 原始教義(An-
cientDharna)に基づ き、教 義 を再解釈 している こと、第3に 当組織 は公 の場で仏教 徒 を代 表で
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きるほ どの存在 、である[Huang2003:137]。
9)当 時の 医療技術 か らす れば危 険な手術 であ り、彼 女 は 「観音 菩薩」 の名 を唱 え続 け、母 の病
気 が治 れば、 自分 の寿命が縮 まって もか まわ ない と祈 った。その祈 りの後 、彼 女 は次 の ような
夢 を3日 間続 けて見 た とい う。それ は、「彼女 は小 さな寺の 中にい て、母 が寝 ていたベ ッ ドの傍
で薬 を煎 じてい る と、部 屋の入 り口か ら白い雲 とと もに美 しい女性 が漂 って きた。女性 は瓶 の
中か ら薬 を彼 女 にわた してか ら、 ゆっ く りと消 えて しまった。彼女 はその薬 を母 に飲 ませ た」
とい うものであ った[陳2003:7-10]。
10)「普明寺」 とい う地蔵菩薩 を祀 る小 さな寺であ った。
11)戦後 台湾 における全 国的 な仏教 組織 であ る。 国民党政府 による戒厳令 が実施 され ていた当時
(1949-1989)、民 間にお ける出版 ・言 論 ・集会 ・宗 教 などの 自由は制限 されてい た。あ らゆ る
宗教 の活動 、例 え ば、宣 教す る道 場の設 立 などが制 限され た。僧 侶は宣教 の ため海外へ行 く場
合 、中国仏教 会(以 下、 中仏 会)に よる審査 で認 定 され てか ら、政 府 か らの 出国 許可 が 下 り
た。 中仏 会が台湾 におけ る出家者 を認 定す る儀 式 を行 なう特 権 を持 つ。1953-1993年の40年 間
に、 中仏 会 は年に1回 、 出家者の資 格認定 の ような儀式 として実 施 した り、あ るいは中仏 会 の
許可 を得 て寺 院で行 なわれ ていた。 この ことによ って中仏会 は、台湾 におけ る仏教 徒 出家 者 の
「僧籍」 を把 握で き、仏寺 院の管理 をす ることがで きた。
12)結成 した翌年 に、当会の創立周 年記念の機 関紙 に 「我 々が 『慈 済』 とい う名 に したの は、『慈
悲為懐、済 世為 志』(常に慈悲 を思い、 世間を助け よう と志す)を 宗 旨 とす る」 とい う説 明が掲
載 され ている(『慈済』 第21期、1968年7月10日)。
13)台湾 におい て 「帰依」 とは、在 家者 が仏教 の僧侶(出 家者)に 従 って 「帰依 式」 とい う仏 教
の儀礼 を受 けて、仏教 におい て最 も重 要な 「仏 ・法 ・僧」 とい う三宝 を信 奉 し、「五 戒」(不殺
生、不楡盗 、不邪淫 、不 妄語 、不 飲酒 の五戒)を 守る こ とに よって仏教徒 となる ことを意味 す
る。
14)当時 は5名 のみ、現在で は約150名の女性出家者が いる とい う。
15)慈済会の主体 であるNPO組 織 として の基金 会が運営 するが、 ほか に例 えば出版 ・販 売 な どの
事 業 は、非NPOの 独 立組織 と して運営 され てい る。法的 に許 され る範 囲の営 業収益 を得 てい
る。その収益 は基金 会の資金 となる。
16)慈済会の ボラ ンティア たちが資源 回収や リサ イクル などで得 た収 入 は、 テ レビ局営 業の補助
金 とな ってい る。
17)「功徳」 はサ ンス クリッ ト語 で 「guna」や 「punnya」と呼 ばれ、「よい結果 を もた らす ことので
きる行為」 を意味 してい る。慈 済会 が こう した寄付 金 を 「功徳 金」 と呼 ぶの は、寄付 を通 じて
「功 徳」 をつ むこ とがで きる と考 えて い るか らであ る。台湾 で は 「○○功 徳 会」 とい う組織
は、たいてい民俗宗教 や仏 教団体 によって作 られた ものが多 く、慈済会のみ の活動 では ない。
18)筆者 が2005年に慈済会 日本支部 を訪問 した際 に、当該支部 の副支部 長が提 示 した概 算。 この
数字 は慈 済会 自体が対外 的に公 表 している ものであ るとい う。
19)2007年現在 、現地で台湾 ドル100万元 を日本 円に換 算すれ ば、350万円 になる。
20)「名誉会員」 になるための寄付 は、一年以内 に一括払 いあるいは分割払 い とも可能であ る。
　　　ど　　 ほ　ど　
21)名誉会員 は、慈済会 の用語 で 「栄誉董事」、通称 「栄董」。 「董事」 とは、台湾 におい て一般会
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社 で取締役 に相当す る肩書 きであ る。
22)「慈済十戒」 とは、仏教の 「五戒」 お よび、煙 草 ・麻薬 ・橿榔子 の禁止 、賭博 ・投機 の禁止 、
親孝行 ・他 人への親切 の励行 、交通ルー ルの遵 守、政治活動へ の参加 禁止であ る。
23)正規 メ ンバ ー を認定 す る授与 式 は、毎 年年末 に、花蓮市 内の静思 堂 とい う大 ホール で行 なわ
れ る。 その際 に、証厳 師は 自ら新 人 メ ンバー1人 ず つ に識 別証 とベス トを授 与 し、それ と とも
に、「佛心師志」 と書 いてあ る紅色 の リボ ンを、新正規 メ ンバ ーの胸 に付 ける。 これ は、新 し く
正規 メンバ ーになっ た人が 「仏陀」 の 「心」及 び、 「師」 の証厳の 「志」 を常 に思 え るよ う、励
む ようにとの意味があ る。
24)寄付金領収 書 に個 々人 の会員番号 が載 ってい るが、 この番号 はあ くまで も会員登 録番号 であ
り、 ほか に何 も保 証す ることが で きない。
25)見習委 員 は、一定 程度 の研 修 と実際の ボ ランテ ィア活動 参加 とい う経 歴が必 要で、そ の後、
先輩委員か ら仮認定 を受 けて正規 メ ンバ ーに なる。 そ こで始 めて正規 メンバ ーが着 用す る制 服
を購 入す る ことが で きるよ うになるので、 この段 階で は、認定 証 と専 用ベ ス トを授受 され てい
ない。
26)「藍天 白雲」 は、アメ リカ支部 で最 も用 い られ たボ ランテ ィア服 で、青色 の上 着 を 「藍 天」、
白色 の ズボ ンを 「白雲」 に喩 えて いる。慈済 の活動 中、慈 済人 は この 「藍天 白雲」 の服 装で 統
一 され る。 この服装 に は、青空 の ように広い 度量 を持 ち、 白雲 の ように清 らかな行為 をす る と
い う意味 が与 えられている。
27)「八正道服」 とは、女性委 員の制服 、青の スー ッであ るが 、8つの ボ タンが ある こ とか ら、仏
教経典 か ら 「八正道」 の語 をその名 と してい る。 「八正道」 とは、 中道 の道 を歩む ための、心 と
生活 の基準 であ る中道の生 き方 を教 える もので あ る。8つ の正 しい道 とは、「正 見」(正 しく見
る)、「正 思」(正し く思 う)、「正 語」(正 しく語 る)、「正 業」(正し く働 く)、「正 命」(正 しく生
活す る)、「正進」(正しく人 と調和す る)、「正念」(正 しい 目的意識 を持 つ)、「正定」(正 しい反
省 と瞑想、禅定 をす る)で あ る。 この8つ の規 範 に当て はめて毎 日を生活す る こ とを示 して い
る。
28)「柔和忍辱 衣」 は、慈済 委員 の紺色 のチ ャイナ ドレスの別名 であ る。 この服装 の名 は、 『法華
経』第10品 「法 師品」 中の菩薩道 にお いて、困難 に遭遇 す る仏 陀の1人 の弟子 に由来 する。証
厳 は経 文の意義 か ら、慈 済委員 が周 囲の人 々に対 して柔和で善 良 な態 度で接 し、かつ 、まず 自
ら修養 して柔和 と忍 耐 を課す るこ とで、 よい縁 を結 び広 げる ことを期待 する。
29)「仏教 団体」 を名乗 る慈 済会ではあ るが 、同会はかれ らが推 奨す る社 会奉仕 活動へ の ボラ ンテ
ィアの こ とを 「信徒 」や 「信衆」 と呼 ばず 、慈済会 で の用語 で 「志 工」 とい う。台 湾で は、ボ
　 へ 　 　
ラ ンテ ィアの こ とを 「義工」 とい うのが一般 的であ るが、証厳 師は、「『義工』 とい うのは義 務
とい う意 味で、必ず しも自主的 で永 く続 け る とは限 らず、 自己の判 断次 第 であ りうるが、 『志
工 』は内心 か ら発願 して奉仕 す る とい う意味で ある」 と独 自的 な解 釈 を した。 したが って慈 済
会 では、ボ ランティアの ことを社会一般 的な用語 「義工」 とは呼 ばず 、「志工」 と呼ぶ ので ある
[静思書齋2002]。
30)正規 メ ンバーの慈済人 は、制服の上 に個 人専 用のベス トをま とう。
31)例えば、慈済会が1994年か ら慈 善事業 を開始 したイ ン ドネシア において も、イス ラム教 徒 か
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らの抵抗 を受けず に慈善 活動が実施 出来 ている とい う[cf.劉雅燗2003年10月]。
32)「上人」 とは、出家者 に対す る敬称 であ る。 日本 の浄土宗や 日蓮 宗 な どこの言葉 を広 く使 用 さ
れ、単 なる僧侶の敬称 と して用 い られ ている[中 村2006:542]。台湾社 会において もほぼ同義
で証厳 師の ことを 「証厳上 人」、慈済会 の内部で は 「上 人」 と敬称す る。
33)2004年9月16日の台 湾 新 聞 『自由 時報 』の 記 事 「慈 濟 癌 末 病 房 被 批 違 反 人性 」(花
2004)。
34)盧慧馨 は、2007年現在、慈済会 の諸事 業 に属 してい て、慈済大 学の宗教 文化研 究所所長 を務
めて いる。
35)「千 手千眼」 というのは、千の腕 と千 の眼を持つ というこ とで 、それ によって一切 の もの を救
う威神力 をあ らわ している とい う。 もっ とも、実際 の千手千 眼観音 は千本 の腕 をつけ ているの
で はない。普通 は40本の腕 をつけ ている だけであ る。 その40本の腕 が体 の周 囲 に扇 を ひろ げ
た ようにつ け られ、そ れぞれ の掌 にひ とつず つ眼球が描 きこまれて いる。つ ま りそれ で、千手
千眼 を象徴 的にあ らわ してい るわけである[山 折1993:124]。
36)盧は 「神聖 な紐帯」 とい う概念 について、そ れ以上 の定義 や解釈 を してい ない ものの、sacred
solidarityという英訳 を当ててい る[盧1999:1]。
37)大乗仏教 にお いて は、菩 薩は 「凡夫 菩薩」 と 「聖者菩薩」 とが あ ると されて いて、凡夫(凡
人)は 求道 の心 を持 って実 践す るがゆ えに 「菩薩」 と呼ば れる。 よって台湾以外 に、一 部 の大
乗仏教 を信仰 している一部の華人社会 では、「菩 薩」が人 への尊称 とな りうる。 ここでい う 「菩
薩」 とは、台 湾の現地 語 と して理解 されて いる 「他人へ の利益 を実践 す る人 間」 とい う意味 に
限定 する。
38)筆者 が花蓮 で下宿 した こ とのあ る宿 主 は、家 に掛 けてい る証厳 師の写真 を指 して 「上人 は観
音様 の ようです よ」 と言 っ ていた。 これは慈済会 の出版物 にも しば しば類似 の表現が な され て
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